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概要：国際教育において，ICTは国際理解のために情報を得たり国際交流するための道具として位置づけ

られている．ICTによって国際理解の情報を得られるのは，ICTが国際化されているからである．そこで，

ICT自身の国際化機能自体に着目することで国際教育できないだろうか．筆者は外部講師として，オープ

ン技術に関する講義の 1コマを担当する機会があり，5年間にわたって，オープン技術がもたらす相互運

用性の事例として国際化を取り上げてきた．本稿では，ハンズ・オン形式で行ったこれらの講義を振り返

る．それを踏まえて，ICTの国際化機能に着目した国際教育について提案する．
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1. 背景と動機

国際理解教育 (国際教育)が推進すべきものとされてい

る [1]．事例がデータベース化されている [2]．これらでは，

ICT(Information and Communication Technology)は，「イ

ンターネットなどの情報通信ネットワークを活用して、外

国の学校などとの国際交流を進めていく」([2] 国際理解教

育の充実)[1]など，主に国際理解の手段として捉えられて

いる．

ICT が国際理解や国際交流の道具として有効なのは，

ICT自身が国際化されているからである．すなわち，国際

化によって，交流する双方の言語や日時表記などで ICTを

利用できるようになっている．

ならば，ICTの国際化機能を体験したり調べたりするこ

とで，その機能の背後にある，言語などの違いへの理解を

深められると期待できる．これを情報科目での国際教育と

位置づけるのである．
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筆者は外部講師として，オープン技術に関する講義の 1

コマを担当する機会があり，5年間にわたって，オープン

技術がもたらす相互運用性の事例として国際化を取り上げ

てきた．本稿では，ハンズ・オン形式で行ったこれらの講

義を振り返る．それを踏まえて，ICTの国際化機能に着目

した国際教育について提案する．

2. 従来の研究と課題

2.1 情報科目での国際教育

情報科目での国際教育については，異なる国に生徒同

士が共同でプログラミングする事例が報告されている [3]．

プログラミング言語を共通言語として，自然言語の違いを

越えて，考え方を共有するユニークな試みである．ここで

は国際化されたプログラミング言語および処理系のドリト

ル [4]を使っている．

2.2 情報分野での国際理解に関連する資料

情報分野の書籍などで ICTの国際化に網羅的に触れた

ものは，極めて少ないが，いくつかある．いずれもソフト

ウェア開発など専門知識を学ぶ前提で，国際化を取り上げ

ている．軸足が ICTの開発にある．「グローバルなソフト
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ウェア開発」を解説した書籍 [5]は，ソフトウェア開発プロ

セスという前提があるものの参考になるであろう．また，

Javaなどプログラミング言語を解説した文章には，国際化

について触れたものがある．特定の言語の知識を前提とす

るので敷居が高いが，特に課題の網羅性という点で参考に

なるであろう．Web制作を解説した書籍では文字コードに

関する記述が見られる [6]．

国際理解に軸足をおいた書籍としては，文字コードの標

準化 [7]や電子ブックの標準化 [8][9]を取り上げたものがあ

る．これらは，自分が普段使う言語で ICTを利用できるこ

との意義について深く考えさせるものである．文字コード

や組版など ICTの国際化機能は，人の生活や仕事の仕方を

反映するように人が作り出したものである．標準は与えら

れたものではなく，獲得したものである．これらは，国際

理解と ICTの発展・普及に応じて改善する余地があること

も解説する資料もある [10]．これらが取り上げている日本

語，中国語，韓国語それぞれの組版の要件を，国際にむけ

て書いた文章がW3Cにある [11][12][13][14]．

3. アプローチ

筆者は外部講師として，オープン技術に関する講義の

1コマ (90分)を担当する機会があり，5年間にわたって，

オープン技術がもたらす相互運用性の事例として国際化を

取り上げてきた．

修士の院生向けの講義であり，院に進学希望の学部生も

参加している．国際化の話題に触れる機会が，4年～6年

間で，この 1コマしかない可能性が高いので，このような

課題があることを印象づけることを目指した．

トピックとしては，結合文字，タイムゾーン，日時 (date-

time)と日付 (date)の違い，floating-timeを取り上げた．

講義は，ハンズ・オン形式で行った．結合文字については，

あらかじめ用意した題材 – 2つの「が」 – が同じか異なる

のか，様々なアプリケーションの検索機能などを使って確

かめた．タイムゾーンや日付については，スケジュールソ

フトに会議の予定や誕生日を入力し，タイムゾーンを変え

ることでどう変化するかを確かめた．

4. 結果と考察

講義では毎回，受講生にアンケートに記入させている．

「あなたにとって最も価値があったトピックは何でしたか」

や「講師に対するコメントがあれは、記入してください」

などの項目から，初めて聞く内容またはこれまでの講義・

授業では取り上げられなかった内容であり，ハンズ・オン

が効果的であったと判定できる．

これらは技術的な内容を伝えるものではなく，内容を既

に知っていたか，今回の内容を覚えたかどうかが課題では

ない．技術の背後にある各地域の文化や仕事の仕方につい

て考えを及ばせることが課題であった．これについては，

より踏み込んだ評価や取組が必要であろう．

5. 終わりに

われわれ日本語を母語とする者が日本語で ICTを使え

るのは，世界の ICT技術者や企業が日本のみならず世界の

ことばを理解しているからである．国際理解の手段として

ICTを使えることと，ICTが国際化されていることは表裏

一体の関係にある．日本が国際教育を進めることは，自身

のためでもあると筆者は考える．ある程度上の世代の人で

あれば，様々なソフトウェアを使うときに，まず日本語化

に取り組んだことを覚えているであろう．ICTを日本語で

使えることは，正当ではあっても，当たり前ではない．
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